
年 日付 テーマ 内容

2023 4月8日 サクラに集まる生きもの

サクラの開花の季節には鳥達が、葉桜になると様々な虫達もやってき

ます。サクラにはどんな生きものが好んで集まるのか注目して観察し

てみましょう。

5月13日 ヨシ原で子育てする水鳥たち

手賀沼の岸沿いに広がるヨシ原の中では、オオバン、バン、カイツブ

リなどの水鳥が繁殖します。水鳥はなぜ繁殖場所としてヨシ原を好む

のでしょうか？水鳥の視点から、ヨシ原の環境を観察してみましょ

う。

6月10日 でんでんむしむし かたつむり

湿気の多い梅雨はかたつむりの観察に適した時期です。童謡の歌詞に

出てくる「つの出せやり出せ目玉出せ」の「つの」「やり」「目玉」

はそれぞれ何なのか、注目してみましょう。

7月8日 はってからんで巻きつく植物

他の植物に巻きついて生きる、つる植物などの植物が身近なところに

も見られます。そこにはどんな戦略があるのでしょうか。探して観察

してみましょう。

8月12日 拾ってみよう！鳥の羽

多くの鳥たちは、春から初夏にかけての繁殖が終わると、全身の羽毛

を生え変える換羽（かんう）を行い、8月には翼や尾の大きな羽毛も

よく落ちています。羽を拾って、鳥たちの一年の生活サイクルを学ん

でみましょう。

9月9日 好かれない生きものたち

人気のない生き物でも、よく見ると興味深いものがたくさんいます。

そういう生き物たちに焦点を当て、どんなところにいるのか探しなが

ら歩いてみると、新たな発見があるかもしれません。

10月14日 空を見上げてみよう
空は、たくさんの鳥や昆虫などが、生活空間として利用しています。

空を見上げて、空を飛んでいる生きものを観察してみましょう。

11月4・5

日
てがたん in JBF

我孫子の自然観察の魅力は、野鳥だけにとどまりません。鳥の好きな

あなたに、我孫子の自然の楽しみ方をご紹介します。

11月11日 「コケ」と名のつく生きもの

一口に「コケ」といってもいろいろなものが含まれ、なかには植物学

的な意味での「コケ」ではないものもあります。身近な「コケ」の多

様性と共通性を感じてみましょう。

12月9日 もっと知りたいカワウ

手賀沼で一年中見られる黒い大型の水鳥であるカワウは、実はとても

魚採りの上手な鳥です。手賀沼では繁殖していないのになんで一年中

見られるの？冬に繁殖するのはなぜ？など、カワウの秘密にせまりま

す。

2024 1月13日 冬を生き抜く！

厳しい冬を、生きものたちはそれぞれの方法で生き抜いています。鳥

や昆虫、草、樹木など、それぞれの冬の過ごし方を観察してみましょ

う。

2月10日 古い地図を歩く

手賀沼は昔、海でした。手賀沼の自然環境は，時代とともに大きく変

わってきました。少し昔の地形図や、大昔の地図などを見ながら、手

賀沼の自然環境の歴史と、今の手賀沼の自然とのつながりを見てゆき

ます。

3月9日 みんなの「てが宝」を見つけよう

もしこの風景がなくなったら？そんな空想をしながら、身近な手賀沼

の風景のなかに気になるものや大事にしたいもの＝未来に伝えたい

「てが宝（ほう）」を探してみましょう。

*新型コロナウイルスの感染対策のため、開催時間や申込方法を変更することがあります。

我孫子市鳥の博物館

令和5年度(2023年度)　てがたん予定表　

毎月第二土曜日　10：00～12：00*（雨天中止）

要申込*・参加費100円（中学生以下は無料）

観察場所：鳥の博物館周辺


